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研究成果概要 

研究目的 

 高エネルギー陽子線照射による宇宙線模擬試験を行う際、二次放射線として発生する

高エネルギーガンマ線の測定により、一次粒子（陽子線）強度を同定する技術を開発す

る。高エネルギーガンマ線検出器の開発試験の一部を、有意に自然の高エネルギー光子

線の観測が期待できる乗鞍観測所等で実施することを、本共同利用研究の目的としてき

た。 

 近年の宇宙機開発は、従来の宇宙用途の機器利用ではなく、地上の民生用途の機器

を採用することにより、コストダウンやダウンサイジング化が実施されている。その

ために若狭湾エネルギー研究センター(WERC)ではイオン加速器の高エネルギー陽子線

の照射技術の高度化を進め、宇宙線模擬環境を提供している。 

 上記の試験では大気中において陽子線強度評価を行う必要がある。広範囲の陽子線

強度に対して大気中で一次放射線（陽子線）強度を同一の手段で計測する技術は確立

されていない。実験実施時の二次放射線（高エネルギーガンマ線）情報を収集すれば、

ビーム強度の同定を可能とできる可能性がある。ここで用いるガンマ線検出器に求め

られる性能は、地上の自然環境中では得ることができないエネルギー領域（最大値は

実験で使用する陽子線エネルギー（WERCでの実験では概ね100 MeV程度））をカバー

する必要がある。このようなエネルギー領域の光子線は、自然環境で定常的に利用可

能なのは、高山に限定される。WERC加速器でシンクロトロン運転を一時停止する盛夏

期に、継続的にこのような高エネルギー光子線を利用可能な乗鞍観測所での連続測定



を目指し、共同利用をおこなうことを計画した。 

方法 

前年度までに整備した高エネルギー光子線検出システムクリアパルス7350型高エネル

ギーガンマ線モニタ（バッテリー駆動式、NaI直径3インチx長さ3インチ、GPS・メモリ

ー内蔵）を利用し、地上で連続測定試験を実施し、高エネルギーの光子線を期待でき

る乗鞍観測所での設置・測定にそなえた。 

 

研究成果 

・ 測定システムの連続運転によるデータ収集と解析 

高エネルギー光子線検出システムについては、地上で連続測定を実施してデータ

を収集した。また収集したデータ解析ツールの高度化につとめた。 

 

・ 夏期の乗鞍観測所における測定 

乗鞍観測所の開所時期には、新型コロナウイルスの感染拡大で同観測所立ち入り

が困難となり、設置・測定・撤収のメドをつけにくくなったことから、やむなく

乗鞍観測所の利用を見送らざるを得なくなった。 

 

今後の展望 

 自然の高エネルギー光子線の観測を有意に期待できる乗鞍観測所は、当方で準備し

てきている光子線検出システムの連続運転には本来適している場所であるが、新型コ

ロナウイルスの感染拡大が収束していない現在では、東京大学宇宙線研殿の献身的な

ご協力にもかかわらず、計画的な利用が非常に困難となってしまった。 

 加えて、本務に関わる社会情勢の変化として、民間での宇宙機開発ブームが本格的

に到来ししたこと、ならびに他機関の類似施設が災害等により運転休止に追い込まれ

たこと等が連続的に発生したこと、により、本務先のイオン加速器を宇宙機開発に供

用する利用頻度が増えている。 

 これらの事情を受け、甚だ心外ではあるが、令和４年度の東京大学宇宙線研殿の共

同利用申請を見送る判断をした。 

 これまでのご理解とご協力とご支援を頂戴した各位、とくに瀧田先生、乗鞍観測所

スタッフご一同、周辺の皆様、そして共同利用をお認めくださった先生方各位に、心

からの感謝の意を述べる次第である。この場をお借りして感謝の意を示します。 

 なお次の機会にはなにとぞ、またあたたかいご配慮を賜ることができれば幸甚です。 
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